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第 1 章　地名は身近に―日本人と地名のかかわり 3あの
会
社
の
名
も
地
名
か
ら

企
業
名
で
最
も
多
い
の
は
創
業
者
に
由
来
す
る
も
の
だ
。
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
は
そ
の
代
表
だ
が
、
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
や
サ
ン
ト
リ
ー
も
創
業
者
の
姓
で
あ
る
石
橋
や
鳥
井
に
因
ん
だ
社
名
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。

薬
局
チ
ェ
ー
ン
の
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
な
ど
は
創
業
者
の
名
で
あ
る
「
松
本
清
」
そ
の
ま
ん
ま
だ
。
た
だ
、
日

本
に
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
や
神
戸
製
鋼
な
ど
社
名
が
地
名
に
由
来
す
る
企
業
も
多
い
。
さ
て
、
次
の
う
ち
、

地
名
に
由
来
し
た
名
の
企
業
は
い
く
つ
あ
る
だ
ろ
う
か
。

①
吉
野
家
（
牛
丼
）		

	

②
崎
陽
軒
（
シ
ウ
マ
イ
）

③
す
か
い
ら
ー
く
（
フ
ァ
ミ
レ
ス
）	

④
エ
バ
ラ
食
品
（
焼
き
肉
の
た
れ
）

⑤
亀
田
製
菓
（
柿
の
種
な
ど
）		

⑥
ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー

⑦
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
（
玩
具
）	

	
⑧
オ
ム
ロ
ン
（
電
子
機
器
） 

⑨
大
和
ハ
ウ
ス
（
住
宅
）	

	
⑩
ミ
ズ
ノ
（
ス
ポ
ー
ツ
用
品
）

こ
れ
ら
の
社
名
は
、
す
べ
て
地
名
に
由
来
し
て
い
る
。

①
吉
野
家

―
創
業
者
の
松
田
栄
吉
が
大
阪
府
西
成
郡
吉
野

3

3

（
現
大
阪
市
福
島
区
吉
野
）
の
出
身
。

②
崎
陽
軒

―
「
崎
陽

3

3

」
は
長
崎
の
別
称
、
創
業
者
の
久
保
久
行
が
長
崎
出
身
。

③�

す
か
い
ら
ー
く

―
す
か
い
ら
ー
く

3

3

3

3

3

3

（skylark

）
は
英
語
で
ひ
ば
り
の
こ
と
だ
。
前
身
の
食
品
会
社
が

東
京
都
北
多
摩
郡
保
谷
町
（
現
西
東
京
市
）
の
ひ
ば
り
が
丘
団
地
で
開
業
し
た
こ
と
と
、
一
号
店
が
開
店

し
た
府
中
市
の
市
の
鳥
が
ひ
ば
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。

④
エ
バ
ラ
食
品

―
発
祥
の
地
で
あ
る
東
京
市
荏3え

原3
ば
ら

区
（
現
品
川
区
）
に
由
来
。

⑤
亀
田
製
菓

―
新
潟
県
亀
田

3

3

町
（
現
新
潟
市
）
の
農
民
の
共
同
出
資
に
よ
る
亀
田
郷
農
民
組
合
が
母
体
。

⑥�

ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー

―
創
業
者
の
鳥
羽
博
道
が
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー

ヒ
ー
農
園
で
働
い
て
い
た
と
き
に
住
ん
で
い
た
ド
ト
ー
ル

3

3

3

3

・
ピ
ン
ト
フ
ェ
ラ
イ
ス
通
り
に
由
来
。

⑦�

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー

―
タ
カ
ラ
と
ト
ミ
ー
の
合
併
に
よ
る
社
名
だ
が
、
タ
カ
ラ
は
創
業
地
の
東
京
都
葛
飾
区

宝3

町
と
玩
具
が
子
ど
も
の
宝
で
あ
る
こ
と
に
由
来
、
ト
ミ
ー
は
創
業
者
の
富
山
栄
市
郎
に
由
来
。

⑧
オ
ム
ロ
ン

―
京
都
市
内
の
御3お

室3
む
ろ

に
本
社
を
置
い
た
の
で
オ
ム
ロ
ン
。

⑨�

大
和
ハ
ウ
ス

―
創
業
者
の
出
身
地
で
あ
る
奈
良
県
の
旧
国
名
「
大
和

3

3

」
に
由
来
。「
や
ま
と
」
で
は
な

く
「
ダ
イ
ワ
」
と
し
た
の
は
大
い
な
る
和
を
も
っ
て
経
営
に
当
た
り
た
い
と
い
う
主
旨
か
ら
だ
。

⑩�

ミ
ズ
ノ

―
登
記
上
の
社
名
は
美
津
濃
。
創
業
者
の
水
野
利
八
が
「
水
野
」
の
名
称
を
避
け
、
出
身
地
で

あ
る
岐
阜
県
の
旧
国
名
の
美
濃

3

3

に
津
を
当
て
た
。
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第 2 章　地名の由来（自然地名）―日本の自然と地名 1地名
の
起
こ
り
は
見
た
ま
ん
ま
、
そ
の
ま
ん
ま�

自
然
地
名

ジ
ュ
ー
ル
・
ベ
ル
ヌ
の
『
十
五
少
年
漂
流
記
』
は
、
何
度
も
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
に
な
り
、
今
で
も

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
る
人
気
の
冒
険
小
説
で
あ
る
。
無
人
島
に
漂
着
し
た
15
人
の
少
年
た
ち

が
、
そ
こ
で
自
給
自
足
の
集
団
生
活
を
始
め
る
が
、
彼
ら
は
、
島
内
の
各
所
に
落
と
し
穴
の
森
、
沼
の
森
、

飛
び
石
の
川
、
北
岬
、
南
岬
、
あ
ら
し
海
岸
な
ど
の
名
前
を
付
け
る
。
つ
ま
り
地
名
で
あ
る
。

古
来
、
人
が
仲
間
に
あ
る
場
所
を
伝
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
場
所
を
特
定
す
る
た
め
に
、
仲
間
同
士

で
共
有
す
る
言
葉
を
作
っ
た
の
が
地
名
を
起
こ
り
で
あ
る
。
地
名
は
ま
ず
目
印
に
し
や
す
い
山
や
川
、
森
や

野
な
ど
に
対
し
、
そ
の
場
所
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
地
形
や
植
生
な
ど
見
た
ま
ん
ま
、
そ
の
ま
ん
ま
の

特
徴
か
ら
名
付
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
自
然
地
名
と
い
う
。

カ
ル
デ
ラ
火
山
の
阿
蘇
は
い
く
つ
か
の
山
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
火
口
の
あ
る
中3

央
部

に
位
置
す
る
の
が
中3

岳
、
最
高3

峰
が
高3

岳
、
麓
か
ら
烏
帽
子

3

3

3

の
形
に
見
え
る
の
が
烏
帽
子

3

3

3

岳
、
猫3

が
伏
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
が
根
古

3

3

岳
、
ど
の
山
も
見
た
ま
ん
ま
が
そ
の
山
の
名
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
阿
蘇

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
中
岳
、
高
岳
、
烏
帽
子
岳
と
い
う
名
の
山
は
各
地
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
北

ア
ル
プ
ス
を
代
表
す
る
二
つ
の
名
峰
槍
ヶ
岳
と
穂
高
岳
の
中3

間
に
あ
る
山
は
中3

岳
、
北
ア
ル
プ
ス
南
部
の
乗

鞍
山
系
に
も
烏
帽
子

3

3

3

岳
や
猫3

岳
が
あ
る
。
烏
帽
子
岳
（
烏
帽
子
山
）
と
い
う
名
の
山
は
、『
日
本
山
岳
ル
ー

ツ
大
辞
典
』
に
よ
る
と
全
国
各
地
の
75
ヵ
所
に
あ
り
、
日
本
で
２
番
目
に
多
い
山
の
名
だ
。
烏
帽
子
の
よ
う

に
山
頂
が
尖
っ
た
山
に
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
槍
ヶ
岳
や
剱
岳
も
山
頂
が
尖
っ
て
い
る
こ
と
を
槍
や

剣
に
喩
え
て
い
る
。
逆
に
、
丸
ま
っ
た
形
の
山
に
多
い
名
は
丸
山
や
円ま

る

山や
ま

だ
。
全
国
の
95
ヵ
所
に
あ
り
、
実

は
こ
れ
が
山
の
名
と
し
て
日
本
で
最
も
多
い
。
茶
臼
山
や
飯
盛
山
と
い
う
名
も
や
は
り
丸
ま
っ
た
山
の
形
を

茶
臼
や
飯
盛
り
に
喩
え
た
も
の
だ
。
日
本
百
名
山
に
は
駒
ヶ
岳
と
呼
ば
れ
る
山
が
４
座
あ
る
が
、
駒
と
は
馬

の
こ
と
で
山
容
が
馬
に
似
て
い
た
り
、
山
に
で
き
る
雪
形
が
馬
に
見
え
た
り
す
る
こ
と
が
語
源
で
あ
る
。
双

子
岳
や
二
子
山
、
坊
主
山
や
毛
無
山
も
そ
の
名
を
見
る
と
、
ど
の
よ
う
な
山
な
の
か
分
か
り
や
す
い
。
ず
ば

り
そ
の
ま
ま
禿は

げ

岳
や
羽は

毛げ

山
と
い
う
名
の
山
も
あ
る
。

川
の
名
も
同
じ
だ
。
都
内
を
流
れ
る
隅
田
川
は
、
江
戸
時
代
に
は
大
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
大
き
な
川
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
大
阪
市
内
を
流
れ
る
旧
淀
川
、
仙
台
市
内
を
流
れ
る
広
瀬
川
、
会
津
盆
地
を
流
れ
る

阿
賀
野
川
も
か
つ
て
は
大
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
国
土
交
通
省
河
川
局
の
統
計
で
は
、
大
川
と
呼
ば
れ
る
川

は
全
国
の
60
ヵ
所
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
隅
田
川
は
荒
川
か
ら
分
流
し
て
い
る
が
、
本
流
の
荒
川
と
い
う
名

は
、「
荒
ぶ
る
川
」
が
語
源
で
あ
り
、
幾
度
と
な
く
洪
水
を
繰
り
返
し
て
き
た
川
だ
。
荒
川
・
荒
谷
川
・
荒

沢
な
ど
"
荒
"
が
名
に
付
く
川
は
全
国
に
１
０
０
ヵ
所
以
上
に
見
ら
れ
る
。
浅
川
・
深
川
・
早
川
・
細
川
・

石
川
・
滝
川
・
湯
川
な
ど
、
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
川
の
名
も
見
た
ま
ん
ま
、
そ
の
ま
ん
ま
だ
。

あ
と
、
多
い
の
は
流
域
の
土
地
の
名
で
呼
ば
れ
る
川
だ
。
信
濃
川
・
相
模
川
・
飛
驒
川
・
紀
の
川
・
大
和

川
・
筑
後
川
な
ど
大
河
川
に
は
旧
国
名
を
冠
し
た
川
が
多
い
。
北
上
川
・
最
上
川
・
富
士
川
・
木
曽
川
・
長

良
川
な
ど
は
流
域
の
地
名
が
語
源
で
あ
る
。
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第 2 章　地名の由来（自然地名）―日本の自然と地名 6北を
「
に
し
」
と
呼
ぶ
沖
縄
の
東
西
南
北

沖
縄
本
島
か
ら
南
西
へ
約
３
０
０
㎞
に
位
置
す
る
宮
古
島
は
、
年
間
１

０
０
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
美
し
い
島
で
あ
る
。
島
は
ほ
ぼ
直

角
三
角
形
を
し
て
お
り
、
南
東
端
に
東3

平
安
名
（
あ
が
り

3

3

3

へ
ん
な
）
岬
、

北
西
端
に
西3

平
安
名
（
い
り

3

3

へ
ん
な
）
岬
が
あ
る
。
沖
縄
で
は
東
を
「
あ

が
り
」、
西
を
「
い
り
」
と
い
う
。
そ
の
語
源
は
、
あ
が
り

3

3

3

（
東
）
は
太

陽
が
上
が
る
方
角
、
い
り

3

3

（
西
）
が
日
の
入
り
の
方
角
の
意
味
で
あ
り
、

そ
の
ま
ん
ま
で
分
か
り
や
す
い
。「
へ
ん
な
」
は
蛇
の
よ
う
に
細
い
と
い
う
意
味
で
、
ど
ち
ら
も
海
に
細
長

く
突
き
出
た
岬
で
、
そ
の
独
特
の
景
観
は
宮
古
島
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
棲
息
地
と
し
て
知
ら
れ
る
八
重
山
群
島
の
西い

り

表お
も
て

島じ
ま

は
、
原
音
で
は
「
い
り

3

3

う
む

て
ぃ
」
と
い
い
、
八
重
山
の
中
心
の
石
垣
島
や
竹
富
島
か
ら
見
て
西
に
あ
る
こ
と
が
語
源
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
鹿
児
島
県
の
種
子
島
に
西に

し

之の

表お
も
て

市
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
西
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
種
子
島
の
表
玄

関
と
い
う
意
味
だ
。
西
之
表
は
西
表
島
ほ
ど
一
般
の
人
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
に
し
の
お
も
て
」
と
発
音
す
る
と
、
し
ば
し
ば
視
聴
者
か
ら
「
い
り
お
も
て
」
の

間
違
い
じ
ゃ
な
い
の
か
と
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。

沖
縄
本
島
の
東
約
４
０
０
㎞
に
南
北
二
つ
の
大
東
島
が
あ
る
。「
台
風
□
号
は
南
大
東
島
付
近
の
海
上
を

西平安名岬

東平安名岬

宮古島

西
に
向
か
っ
て
…
…
」
な
ど
と
テ
レ
ビ
の
台
風
情
報
で
よ
く
耳
に
す
る
あ
の
島
で
あ
る
。
今
で
は
、
大
東
島

と
書
い
て
「
だ
い
と
う
じ
ま
」
と
、
い
た
っ
て
普
通
の
読
み
方
を
し
て
い
る
が
、
本
来
は
「
う
ふ
あ
が
り

3

3

3

じ

ま
」
で
あ
り
、
東
の
海
の
彼
方
に
あ
る
島
と
い
う
意
味
だ
。
他
に
も
、
沖
縄
県
に
は
あ
が
り

3

3

3

や
ま
（
東3

山
）、

あ
が
り

3

3

3

は
ま
（
東3

浜
）、
い
り

3

3

じ
ま
（
西3

洲
）
な
ど
の
地
名
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
一
般
的
な
日
本
語
の
ひ
が
し

3

3

3

（
東
）
は
、
太
陽
が
昇
る
方
角
を
意
味
す
る
「
日ひ

向む

か
し
」
が

ひ
む
が
し

3

3

3

3

↓
ひ
ん
が
し

3

3

3

3

↓
ひ
が
し

3

3

3

と
転
訛
し
、
に
し

3

3

（
西
）
は
太
陽
が
去
る
と
い
う
意
味
の
「
去い

に
し
」
の

"
い
"
が
脱
落
し
て
に
し

3

3

に
な
っ
た
。
ひ
が
し

3

3

3

と
に
し

3

3

、
沖
縄
の
言
葉
の
あ
が
り

3

3

3

と
い
り

3

3

は
、
ど
ち
ら
も
語

源
は
日
の
出
と
日
の
入
り
に
由
来
す
る
言
葉
な
の
だ
。
英
語
の
イ
ー
ス
ト
（EA

ST

）
と
ウ
エ
ス
ト

（W
EST

）
も
、
や
は
り
日
の
出
と
日
の
入
り
の
方
角
を
意
味
す
る
ケ
ル
ト
語
な
ど
の
古
語
を
由
来
と
す
る

説
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
あ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
れ
、
古
来
よ
り
、
人
は
ど
こ
に
住
ん
で
も
、
東
と
西
の
方

角
を
太
陽
の
動
き
か
ら
捉
え
て
い
た
わ
け
だ
。

そ
う
な
る
と
当
然
、
北
と
南
と
い
う
言
葉
の
語
源
が
気
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
日
本
語
の
き
た

3

3

（
北
）

み
な
み

3

3

3

（
南
）
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
は
っ
き
り
し
た
語
源
は
不
明
ら
し
い
。
沖
縄
で
は
北
の
こ

と
を
「
に
し
」、
南
は
「
へ
ー
」「
ふ
え
」「
は
え
」
な
ど
と
い
う
。
に
し

3

3

の
語
源
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

北3

が
に
し

3

3

と
は
紛
ら
わ
し
い
。
南
を
意
味
す
る
へ
ー
・
ふ
え
・
は
え
は
、
春
に
な
る
と
吹
く
暖
か
い
南
風
の

こ
と
を
本
土
で
も
「
は
え
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
が
語
源
の
よ
う
だ
。

沖
縄
県
庁
の
あ
る
那
覇
市
郊
外
に
南
風
原
町
と
西
原
町
が
あ
る
。
読
み
方
は
南
風
原
が
「
は
え
ば
る
」、 //////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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第 3 章　地名の由来（文化地名）―地名に潜む歴史と文化 1現代
の
地
名
か
ら
日
本
の
古
代
社
会
を
読
み
解
く

令
和
の
市
町
村
の
中
に
も
、
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
た
地
名
が
あ
る
。
次
の
う
ち
飛
鳥
〜
奈
良
時
代
に

起
源
を
持
つ
地
名
は
ど
れ
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
地
名
に
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

①
京
都
府
綾
部
市	

	
	

②
岐
阜
県
各か

か
務み

が
原は

ら
市

③
大
阪
府
四し

條じ
ょ
う

畷な
わ
て
市	

	

④
東
京
都
調
布
市

⑤
山
梨
県
甲
府
市	

	
	

⑥
埼
玉
県
本
庄
市�

〈
答
え
は
Ｐ
75
〉

 

渡
来
人
が
残
し
た
地
名

京
都
府
綾
部
市
の
あ
た
り
は
、
古
代
に
は
丹
波
国
漢あ

や

部べ

郷
と
呼
ば
れ
、
有
力
豪
族
で
あ
る
漢あ

や

氏う
じ

が
支
配
し

て
い
た
。
漢
氏
は
５
世
紀
末
に
朝
鮮
半
島
か
ら
移
住
し
て
き
た
渡
来
系
の
氏
族
で
、
織
物
の
技
術
に
優
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
朝
廷
内
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
漢
部
郷
は
江
戸
初
期
に
綾
部
と
改
め
ら
れ
る

が
、
そ
の
後
も
伝
統
的
に
織
物
業
が
さ
か
ん
で
、
イ
ン
ナ
ー
メ
ー
カ
ー
の
グ
ン
ゼ
は
こ
の
地
よ
り
発
祥
し
た
。

漢あ
や

氏う
じ

と
同
時
期
に
渡
来
し
た
秦は

た

氏う
じ

も
、
当
時
の
有
力
豪
族
で
あ
り
、
京
都
の
人
気
観
光
地
の
太う

ず

秦ま
さ

は
秦
氏

が
本
拠
と
し
て
い
た
地
で
あ
る
。
滋
賀
県
の
秦は

た

荘し
ょ
う

町
（
現
愛
荘
町
）
も
、
秦
氏
に
由
来
す
る
地
名
だ
。

東
京
都
狛こ

ま

江え

市
は
、
古
代
朝
鮮
の
高こ

う

句く

麗り

か
ら
渡
来
し
た
高こ

麗ま

人
が
そ
の
名
の
由
来
と
さ
れ
、
埼
玉
県
に

は
か
つ
て
高こ

麗ま

郡
が
あ
り
、
現
在
も
Ｊ
Ｒ
に
高
麗
川
駅
、
西
武
鉄
道
に
高
麗
駅
が
あ
る
。

現
在
の
大
阪
市
の
南
部
に
は
か
つ
て
百く

済だ
ら

郡
が
あ
っ
た
。
古
代
朝
鮮
の
百
済
か
ら
渡
来
し
た
人
々
が
多
く

居
住
し
た
こ
と
が
由
来
で
あ
り
、
現
在
は
百
済
公
園
や
百
済
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
百
済
の
名
が
残
る
。

ま
た
、
埼
玉
県
南
部
の
志
木
市
や
新
座
市
は
、
奈
良
時
代
に
新し

ら

羅ぎ

か
ら
の
渡
来
人
が
武
蔵
国
（
埼
玉
県
）

に
移
り
住
み
、
そ
こ
に
興
し
た
新
羅
郡
が
現
在
の
両
市
の
名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
。

 

古
代
人
の
も
の
づ
く
り
を
伝
え
る
地
名

岐
阜
県
南
部
に
各か

か

務み
が

原は
ら

市
が
あ
る
。
地
元
の
人
か
地
名
通
の
人
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
な
か
な
か
「
か
か

み
が
は
ら
」
と
読
め
な
い
が
、
こ
の
名
は
、
古
代
に
こ
の
地
に
鏡
作
部
（
か
が
み
つ
く
り
べ
）
が
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
。
鏡
作
部
と
は
銅
鏡
な
ど
の
鏡
を
作
る
職
人
集
団
の
こ
と
で
あ
る
。
大
化
の
改
新
の
頃
ま
で
は
、

「
□
□
部べ

」
と
呼
ば
れ
る
様
々
な
特
殊
技
能
を
持
っ
た
職
人
集
団
が
朝
廷
内
の
仕
事
を
分
掌
し
て
い
た
。
鏡

作
部
以
外
に
も
、
埴
輪
を
製
作
し
た
土
師
部
（
は
じ
べ
）、
青
銅
器
や
鉄
器
を
製
作
し
た
鍛
冶
部
（
か
ぬ
ち

べ
）、
勾ま

が

玉た
ま

を
製
作
し
た
玉
造
部
（
た
ま
つ
く
り
べ
）
な
ど
そ
の
種
類
は
１
０
０
以
上
に
の
ぼ
る
。

日
本
最
大
の
露
天
風
呂
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
山
陰
の
名
湯
玉
造
温
泉
（
島
根
県
松
江
市
）
は
、
近
く //////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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第 3 章　地名の由来（文化地名）―地名に潜む歴史と文化 4現代
の
地
名
か
ら
日
本
の
中
世
社
会
を
読
み
解
く

�
武
士
が
政
権
を
握
っ
た
鎌
倉
〜
室
町
時
代
は
、
国
内
の
商
工
業
や
交
通
が
著
し
く
発
展
す
る
。
そ
の
よ

う
な
日
本
の
中
世
社
会
の
姿
を
現
代
に
伝
え
る
地
名
は
次
の
う
ち
ど
れ
だ
ろ
う
か
。

①
茨
城
県
取
手
市	

	

②
三
重
県
四
日
市
市 

③
岐
阜
県
関
ケ
原
町		

④
山
口
県
下
関
市

⑤
新
潟
県
直な
お
江え

津つ

市		

⑥
静
岡
県
御ご

殿て
ん
場ば

市�

〈
答
え
は
Ｐ
90
〉

 

武
士
の
館
に
因
ん
だ
地
名

取と
り

手で

市
は
茨
城
県
の
南
部
、
利
根
川
沿
い
に
あ
る
。
取
手
と
い
う
漢
字
か
ら
、
こ
の
地
方
都
市
に
は
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
扉
の
「
と
っ
て
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
訝
か
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
と
り
で
」
と
い
う
地
名
の
由
来
と
取
手
と
い
う
漢
字
表
記
に
は
ま
っ
た
く
何
の
関
係
も
な
い
。「
と
り
で
」

に
漢
字
を
当
て
る
な
ら
ば
、
本
来
は
「
砦
」
が
正
し
い
。

鎌
倉
時
代
に
入
り
、
武
家
社
会
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
武
士
は
所
領
で
あ
る
農
村
に
住
ん
で
い
た
。
彼

ら
の
住
居
は
、
外
敵
に
備
え
る
た
め
、
高
い
塀
や
堀
に
囲
ま
れ
、
館
や
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
南
北
朝
〜

戦
国
と
戦
乱
の
世
が
続
く
と
、
武
士
の
館
は
大
き
く
堅
固
に
な
り
、
城
砦
化
が
進
む
。
そ
ん
な
頃
、
大
鹿
太

郎
左
衛
門
と
い
う
武
士
が
砦
を
築
い
た
こ
と
か
ら
「
と
り
で
」
と
い
う
地
名
が
興
り
、
江
戸
時
代
に
入
り
、

こ
の
地
が
宿
場
町
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
"
砦
"
を
嫌
っ
て
"
取
手
"
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
秋
田
県
大

館
市
や
千
葉
県
館
山
市
も
、
か
つ
て
有
力
な
武
士
の
"
館
"
が
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
の
地
名
だ
。

沖
縄
県
に
は
豊と

見み

城ぐ
す
く
、
中な

か

城ぐ
す
く
、
玉た

ま

城ぐ
す
く
な
ど
"
城
"
を
「
グ
ス
ク
」
と
読
む
地
名
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
グ

ス
ク
は
城
砦
を
意
味
す
る
沖
縄
の
言
葉
で
あ
る
。
12
〜
16
世
紀
頃
の
沖
縄
は
「
グ
ス
ク
時
代
」
と
呼
ば
れ
、

富
と
権
力
を
手
に
し
た
豪
族
た
ち
が
各
地
に
グ
ス
ク
を
築
き
、
そ
の
数
は
３
０
０
を
超
え
て
い
た
と
い
う
。

 

商
工
業
の
発
達
が
生
ん
だ
地
名

・
一
日
市
―
20
ヵ
所
・
二
日
市
―
34
ヵ
所
・
三
日
市
―
52
ヵ
所
・
四
日
市
―
37
ヵ
所
・
五
日
市
―
34
ヵ
所

・
六
日
市
―
32
ヵ
所
・
七
日
市
―
43
ヵ
所
・
八
日
市
―
61
ヵ
所
・
九
日
市
―
10
ヵ
所
・
十
日
市
―
54
ヵ
所

三
重
県
四
日
市
市
の
名
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
□
日
市
場
」
や
「
□
日
町
」
を
含
め
る
と
、

右
の
よ
う
に
同
じ
よ
う
な
地
名
が
全
国
に
約
４
０
０
ほ
ど
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
か
つ
て
の
定
期
市
の
名
残

り
で
あ
る
。
鎌
倉
〜
室
町
時
代
に
は
農
業
や
手
工
業
が
発
達
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
商
業
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、

各
地
で
市
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
で
は
、
食
料
品
、
生
活
用
品
、
武
具
な
ど
何
で
も
売
ら
れ
て
お

り
、
最
初
は
不
定
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
や
が
て
月
３
回
の
定
期
市
と
な
っ
た
。
四
日
、
十
四
日
、

二
十
四
日
の
"
四
"
の
付
く
日
に
開
催
さ
れ
た
の
が
四
日
市
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
、
市
の
開
催
は //////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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第 5 章　地名に使われている文字 1全国
の
市
町
村
の
名
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
漢
字

市
町
村
名
に
は
ど
の
よ
う
な
漢
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
種
類
ご
と
の
一
覧
を
作
成
し
て
み
た
。

谷沢浜江岡崎原島野山川
【
自
然
系
】

15 19 20 20 23 27 42 62 72 74 107

森池瀬岩沼尾泉海水石坂・阪
6 6 9 9 9 11 12 13 15 16 17

府神部国宮井戸城里・郷津田
【
文
化
系
】12 13 16 16 17 20 23 25 28 48 88

下新西中高北小上東南大
【
比
較
系
】14 21 31 30 36 35 39 41 47 63 79

福志安良吉賀久豊和富美【
佳
字
】10 11 13 14 15 19 19 22 27 27 32

六二一四七九十千五八三【
数
字
】2 3 4 6 6 7 8 9 10 21 30

菊柏桜葛柳栗桑竹藤木松【
植
物
】3 3 3 4 4 4 4 5 6 29 29

鳩牛猪鳥鷹魚龍・竜鶴熊馬鹿【
動
物
】2 2 2 3 3 4 6 6 6 6 13

見白子本平長別内佐伊日
【
そ
の
他
】15 16 17 18 20 22 22 23 24 25 32

対象：全国1718市町村（2021年4月1日現在）

 

自
然
系
の
漢
字

第
２
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地
名
の
由
来
は
地
形
な
ど
自
然
界
に
起
因
す
る
場
合
が
最
も
多
い
。
当
然
、

地
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
も
【
自
然
系
】
の
字
が
多
い
。
全
国
の
市
町
村
名
を
調
べ
る
と
、
最
多
の
漢

字
は
"
川
"
で
、
唯
一
１
０
０
を
超
え
る
市
町
村
の
名
に
含
ま
れ
て
い
る
。
川
は
古
来
よ
り
人
間
生
活
と
深

い
関
わ
り
が
あ
り
、
世
界
各
地
の
古
代
文
明
が
大
河
の
ほ
と
り
に
発
祥
し
た
こ
と
は
、
歴
史
の
授
業
で
学
習

す
る
。
人
々
は
農
耕
の
た
め
、
利
水
の
た
め
に
川
の
ほ
と
り
に
集
ま
り
、
そ
こ
に
集
落
を
形
成
し
た
。
川
に

因
ん
だ
地
名
が
多
く
な
る
わ
け
だ
。

次
に
多
い
の
は
"
山
"
で
あ
る
。
都
道
府
県
名
の
漢
字
と
し
て
は
、
神
奈
川3

・
石
川3

・
香
川3

な
ど
"
川
"

の
３
県
に
対
し
、"
山
"
は
山3

形
・
山3

梨
・
富
山3

・
和
歌
山3

・
岡
山3

・
山3

口
な
ど
６
県
に
付
い
て
い
る
。
農

耕
社
会
で
は
、
平
地
の
乏
し
い
山
は
人
々
が
生
活
を
営
む
に
は
適
地
で
は
な
い
。
た
だ
、
山
と
い
え
ば
一
般

的
に
い
わ
ゆ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、
県
名
や
市
町
村
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
"
山
"
は
、
そ

の
よ
う
な
意
味
で
は
な
く
、
小
高
い
丘
や
森
を
指
し
て
山
と
呼
ぶ
場
合
が
多
い
。

"
島
"
も
同
様
で
、
ア
イ
ラ
ン
ド
の
意
味
の
島
だ
け
で
は
な
く
、
平
野
の
中
の
微
高
地
を
島
と
呼
ぶ
場
合

が
あ
る
。
福
島3

市
、
滋
賀
県
高
島3

市
、
埼
玉
県
鶴
ヶ
島3

市
な
ど
内
陸
部
に
島
が
付
く
名
の
市
が
あ
る
の
は
そ

の
た
め
だ
。
平
野
部
で
は
、
洪
水
対
策
と
し
て
少
し
で
も
周
囲
よ
り
少
し
で
も
高
い
土
地
を
選
ん
で
集
落
が

形
成
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
場
所
に
島
の
付
く
地
名
が
生
ま
れ
た
。

//////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
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第 5 章　地名に使われている文字 7ひら
が
な
表
記
の
市
町
村
は
な
ぜ
増
え
た
？

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
長
野
県
諏
訪
郡
に
ち
の
町
（
現
茅ち

野の

市
）
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
が
日
本
初
の

ひ
ら
が
な
表
記
の
自
治
体
で
あ
る
。
漢
字
で
は
「
茅
野
」
と
書
く
の
だ
が
、"
茅
"
が
当
用
漢
字
表
に
な

か
っ
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
墨
田
区
の
場
合
（
Ｐ
１
５
６
参

照
）
と
同
じ
で
、
新
し
い
地
名
を
定
め
る
際
に
は
当
用
漢
字
表
の
字
で
賄
う
べ
し
と
い
う
お
上か

み

の
難
癖
の
た

め
だ
。
し
か
し
、
こ
の
方
針
に
は
各
方
面
か
ら
の
反
発
も
強
く
、
地
名
の
漢
字
に
つ
い
て
は
の
ち
に
制
約
し

な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、
ち
の

3

3

町
の
よ
う
な
ひ
ら
が
な
表
記
の
自
治
体
が
急
増
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

昭
和
30
〜
60
年
代
に
誕
生
し
た
ひ
ら
が
な
表
記
の
自
治
体
は
青
森
県
む
つ
市
・
福
島
県
い
わ
き
市
・
宮
崎
県

え
び
の
市
・
茨
城
県
つ
く
ば
市
と
北
海
道
え
り
も
町
・
和
歌
山
県
す
さ
み
町
の
４
市
２
町
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
か
ら
平
成
に
移
る
と
、「
平
成
の
大
合
併
」
と
呼
ば
れ
る
市
町
村
の
統
廃
合
が
一
気
に
進

ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
ひ
ら
が
な
表
記
の
自
治
体
が
相
次
い
で
各
地
に
誕
生
し
、
そ
の
数
は
29
市
19
町
に
増
え

る
。
現
在
は
、
戦
後
の
昭
和
20
年
代
の
よ
う
に
地
名
に
用
い
る
漢
字
が
厳
し
く
制
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
漢
字
で
は
な
く
、
ひ
ら
が
な
表
記
の
市
町
村
が
増
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

難
し
い
漢
字
や
難
し
い
読
み
方
を
避
け
る
た
め

え
び
の
市
の
場
合
、「
え
び
の
」
と
は
、
活
火
山
で
あ
る
霧
島
の
火
山
ガ
ス
の
影
響
で
ス
ス
キ
が
赤
く
え

び
色
に
染
ま
る
野
原
と
い
う
意
味
な
の
だ
が
、
え
び
色
は
漢
字
で
「
葡
萄
色
」
と
書
き
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に

と
っ
て
書
く
こ
と
も
読
む
こ
と
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
市
制
施
行
以
前
か
ら
、
地
名
表
記
に
は
「
え
び

の
」
と
ひ
ら
が
な
が
使
わ
れ
て
お
り
、
市
に
昇
格
後
も
そ
の
ま
ま
ひ
ら
が
な
表
記
が
採
用
さ
れ
た
。

つ
く
ば
市
は
、
漢
字
で
は
筑
波
と
書
く
が
、「
ち
く
ば
」
と
誤
読
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
と
、
ひ
ら
が

な
の
方
が
シ
ン
プ
ル
で
現
代
的
で
あ
る
と
し
て
、
当
時
の
茨
城
県
知
事
の
判
断
で
ひ
ら
が
な
表
記
に
す
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
。
千
葉
県
い
す
み
市
（
夷
隅
）、
愛
知
県
あ
ま
市
（
海
部
）、
三
重
県
い
な
べ
市
（
員
弁
）
な

ど
も
難
読
の
漢
字
を
避
け
て
ひ
ら
が
な
表
記
を
採
用
し
て
い
る
。

 

既
存
の
同
名
自
治
体
が
他
の
自
治
体
を
吸
収
合
併
し
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
避
け
る
た
め

い
わ
き
市
は
、
平
市
・
磐い

わ

城き

市
・
勿な

来こ
そ

市
・
常
盤
市
・
内
郷
市
な
ど
５
市
９
町
村
の
大
合
併
に
よ
っ
て
誕

生
し
、
市
の
名
は
地
域
の
旧
国
名
で
あ
る
磐い

わ

城き

に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
。
し
か
し
、
合
併
し
た
５
市
の
一
つ

が
磐
城
市
で
あ
り
、
新
市
名
を
同
名
の
磐
城
市
に
す
る
と
、「
磐
城
市
に
併
合
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え

る
」
と
他
の
市
町
村
が
反
対
し
た
た
め
、
ひ
ら
が
な
の
「
い
わ
き
」
を
採
用
し
た
。

秋
田
県
に
か
ほ
市
（
仁に

賀か

保ほ

）、
茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市
（
霞
ヶ
浦
）、
福
井
県
あ
わ
ら
市
（
芦
原
）、

兵
庫
県
た
つ
の
市
（
龍
野
）、
福
岡
県
う
き
は
市
（
浮う

き

羽は

）
な
ど
も
、
合
併
前
の
自
治
体
の
一
つ
が
漢
字
表

記
の
仁
賀
保
町
、
霞
ヶ
浦
町
、
芦
原
町
、
龍
野
市
、
浮
羽
町
だ
っ
た
た
め
、
新
市
名
は
ひ
ら
が
な
で
表
記
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
霞
ヶ
浦
は
琵
琶
湖
に
次
ぐ
日
本
第
２
位
の
湖
沼
で
あ
り
、
そ
の
知
名
度
は
高 //////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////


